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香
取
遺
産

　

多
田
日
向
遺
跡
は
、
東
関
東

自
動
車
道
の
佐
原
・
香
取
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
南
東
へ
2

㎞
ほ
ど
の
多
田
字
日
向
に
所
在

す
る
奈
良
・
平
安
時
代
の
集
落

跡
で
す
。

　

平
成
元
年
の
発
掘
調
査
で
、

9
世
紀
の
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

建た
て

物も
の

群ぐ
ん

跡あ
と

と

寺じ

号ご
う

を
墨ぼ

く

書し
ょ

し
た
土
器
が
み
つ

か
り
、
集
落
と
密
接
に
関
係
す

る
寺
の
跡
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
寺
は
2
回
の
建
替
え

を
経
て
、
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
寺
は
、
9
世
紀
の
初
め
こ

ろ
に
は
創そ

う

建け
ん

さ
れ
ま
し
た
。
中

心
と
な
る
建
物
は
、
南
北
三
間

（
約
5
・
6
ｍ
）、東
西
二
間
（
約

4
ｍ
）
で
し
た
。
墨
書
に
は

「
多た

理り

草そ
う

寺じ

」
が
あ
り
ま
す
。

　

最
初
の
建
替
え
は
9
世
紀
中

ご
ろ
で
、
南
北
四
間
（
約
8

ｍ
）、東
西
三
間
（
約
4
・
3
ｍ
）

と
一
回
り
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。
墨
書
は
「
三さ

ん

綱ご
う

寺
」
が
あ

り
ま
す
。「
三
綱
」と
は
、年
長
・

有
徳
の
者
で
寺
内
の
僧
侶
と
寺

務
を
統
監
す
る
上じ

ょ
う

座ざ

、
寺
の
庶

務
を
監
督
す
る
寺じ

主し
ゅ

、
寺
務
を

つ
か
さ
ど
る
都つ

伊い

那な

の
3
種
の

役
僧
を
意
味
す
る
仏
教
用
語
で

す
。
こ
の
寺
名
か
ら
推
測
す
る

と
、こ
の
こ
ろ
に
三
綱
が
揃
い
、

組
織
的
に
も
充
実
し
て
い
っ
た

時
期
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

2
回
目
の
建
替
え
は
9
世
紀

終
わ
り
こ
ろ
で
、
東
側
に
庇ひ

さ
し

を

も
つ
東
西
、南
北
と
も
三
間（
約

6
ｍ
四
方
）
に
な
り
ま
す
。
方

一
間
の
内な

い

陣じ
ん

を
も
ち
、
本
堂
と

し
て
の
体
裁
を
整
え
て
い
ま
し

た
。
内
陣
と
は
本
尊
を
安
置
す

る
空
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

本
堂
の
東
側
に
は
、
南
北
八
間

（
約
17
ｍ
）、
東
西
二
間
（
約

2
・
4
ｍ
）
の
僧そ

う

坊ぼ
う

と
思
わ
れ

る
建
物
も
あ
り
ま
し
た
。
寺
と

し
て
最
も
栄
え
た
時
期
で
す
。

寺
号
は
「
観
音
寺
」
で
す
。
本

尊
が
観
音
像
で
あ
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。

　

仏
教
が
日
本
に
伝
来
し
て
以

降
、
有
力
者
が
私

わ
た
く
し

寺て
ら

を
建
立
し

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
朝
廷

に
よ
る
仏
教
普
及
政
策
が
と
ら

れ
、
天
平
13
年
（
7
4
1
）
に

は
聖
武
天
皇
に
よ
り
国こ

く

分ぶ
ん

寺じ

建こ
ん

立り
ゅ
う

の
詔

み
こ
と
の
り

が
発
せ
ら
れ
、
仏
教

は
鎮ち

ん

護ご

国こ
っ

家か

を
祈
る
公
の
宗
教

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
9
世
紀
に
入
る
こ

ろ
に
な
る
と
、
民
衆
の
救
済
を

説
く
動
き
が
出
て
き
ま
す
。
こ

の
仏
教
界
の
動
向
が
、
一
般
に

受
け
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
な

か
っ
た
民
衆
目
線
で
の
造ぞ

う

寺じ

が

始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

衆
生
の
済さ

い

度ど

を
本ほ

ん

願が
ん

と
す
る
観

音
を
本
尊
と
し
た
寺
跡
が
み
つ

か
っ
た
多
田
日
向
遺
跡
は
、
そ

れ
を
示
す
良
好
な
遺
跡
で
す
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課�

☎
(50)
1
2
2
4

民衆のための新しい寺、現る
「多

た

田
だ

日
ひ

向
なた

遺
い

跡
せき

」

▲左から多理草寺（₉世紀初めころ）、三綱寺（₉世紀中ごろ）、
　観音寺（₉世紀終わりころ）

の
コ
ツ
と
、
予
期
せ
ぬ
停
電
へ
の
備

え
を
く
わ
し
く
図
解
。
書
き
込
み
式

の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
も
掲
載
。

（
双
葉
社
）

ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク

　

放
射
線
測
定
器
ガ
イ
ガ
ー
カ
ウ
ン

タ
ー
の
仕
組
み
と
製
品
選
び
の
た
め

の
知
識
を
解
説
。
ま
た
、
ガ
イ
ガ
ー

カ
ウ
ン
タ
ー
を
自
作
す
る
方
法
や
、

放
射
性
物
質
の
測
定
方
法
、
放
射
線

測
定
に
役
立
つ
ア
プ
リ
も
紹
介
。

（
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
）

※
図
書
館
で
は
、
消
費
電
力
を
で
き

る
だ
け
抑
え
る
た
め
に
、
照
明
や
空

調
な
ど
節
電
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
い
合
わ
せ

佐
原
中
央
図
書
館 

☎
(55)
₁
₃
４
₃

小
見
川
図
書
館 

☎
(80)
₀
₅
₁
₁
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　市の1日も早い復興を願い、職
員が自発的に義援金付きポロシャ
ツを作成し、着用し始めました。
市民の方からも注文したいという
声が多く寄せられたため、急きょ今
号で、広く募集させていただくこと
となりました。
　このポロシャツは、₁着につき
200円が市への復興義援金となりま
す。本市の₁日も早い復興に向け、
皆様の温かいご理解とご協力を、
お願いいたします。
　さて、夏の風物詩と言えば花火

ですが、来る₈月₁日、明治41年
から続く、歴史と伝統ある「水郷お
みがわ花火大会」が開催されます。
　当初は、震災による会場コンディ
ション等により、その開催が危ぶ
まれておりましたが、長年続いた
歴史と伝統の火を消したくないとい
う、地元観光協会をはじめとする
大勢の熱意と、関係機関の絶大な
るご理解とご協力により、破損箇所
の応急工事も進み、駐車場も昨年
の1600台から5000台に増やし、警
備の人員も倍増したうえで、開催す
る運びとなりました。
　今年は、その一つひとつに、作り
手と関係者による、復興へのさまざま
なメッセージが込められております。
　心を一つにつなげ、真夏の夜を
熱く彩

いろど

る壮大なパノラマを、ぜひご
堪能ください。

市長歳時記
₆月14日香取市商工会館完成

　長年にわたり念願となっ
ていた香取市商工会館が無
事竣工し、落成記念式典が
執り行われました。
　新しい商工会館は、小見
川地区内の国道356号線沿
いにあった元飲食店の建物
を改修したもので、地域の
商工業振興と経済の活性化
が大きく期待されます。

₆月18日絵本の世界へ
　「語るべぇ栗源」の皆さ
んによる絵本の読み聞かせ
が、栗源保健センターで行
われました。読み聞かせは、
子供たちへの情操教育や、
創造力、国語力を身に付け
るためにも良いとされ、子
供たちは瞳を輝かせて聞き
入り、絵本の世界へとひき
込まれていきました。

₆月25日伝統遊技、けん玉体験！
　「親子ふれあい学級」の
第₁回が、12組の親子が参
加し、小見川社会福祉セン
ターで開催されました。け
ん玉で遊ぼうをテーマに、
生涯学習人材バンク登録ボ
ランティアの講師による指
導で、親子ともに夢中に
なってけん玉の基本技を学
びました。

₆月27日ゴーヤで緑のカーテン
　多古高校から、仮設住宅
で暮らしている人のために
役立ててほしいと、生徒自
らが育てたゴーヤの苗1000
本が寄贈されました。この
事業は、東日本大震災で被
害を受け困っている人の手
助けをしたいとの思いか
ら、生徒が中心となり、企
画されたものです。




